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鎚風一一ih　内地では未だ扇面の蓑へぬのに閉　國醗睡圖圃瞳騒隈團囲翻園囲函
　口して，恐る織る氣の弱い旧風一過を望む　　　　　1938年
　頃，大陸の奥では，もう日射の弱りが敏感　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月の天象
　に作用し始めて，陰山の影には，周期的な
　アジアの嵐が胎動して來る．富め付ける様国圃囲囲墜■囲臨國聰圏圏醐
　なV・ぎたない暑さも，一・夜で迫る塞氣と攣り，さなくも勢苦の多V・皇軍將士
　を更に無慈悲にも痛みつける・内地でも，秋口ほど急激に來る季節の攣り目
　は他に無い・唯，日数にすれば，僅か二三日の雨ですつかり攣る．一・A度び秋
　になると，室の星も，何んだか今迄とは別の様な氣さへする・夏の中心星座，
　白鳥，琴，鷲，射手等が，天頂から西南へと，白い銀河にそって並んで居る・
　静々と夜更に露が草木を漁らせて來ると，東北にカシオペアが可なり高く，
　ペルセが其れに績く．ペガスは東天に高いが，見た目には，天馬を想像する
　よりも，大きな箱が懸けられた様に見える・其の左手の一角からはアンドロ
　メダが東北に汲生して，更に其の右隣りには，三角，牡羊と小さな星座が控
　へて居る・南から束：南に位置を占めて居る山羊と水瓶は，あまり見ばえのし
　ない星座であるが，其の東南隅には，南魚のα星が，凋立的存在を示して居
　るのが一・三目を引く．然し其れよりも，是等の看過され勝ちな星座に在っ
　て，トテツも無い大きな星一木星が，臨時首班Q席を占めて，むしろ天下
　を脾睨して居7u．かの様にさへ見へる．“一寸待って下さV・，器量は私の方が
　ダンゼン上ですよ”と云はぬばかりに，輪を傾けた土星が嬌態を示して，逞
　ればせ乍ら，是れも淋しV・魚座と共に束から昇って回るのも，望遠鏡所持者
　にとっては，確かに待たれて居た樂しみである．
太陽　前孚月は“しし”座，下二月には“乙女”座へ移る．赤緯も十8。37ノか
　ら一2。27’迄と南へ降り，其の聞24日2時秋分鮎を通過する．從って月始には
　12時間35分あった豊i間も，月末には11時間52：分と逆に夜聞より短かくなる．
　乱民手分に最も近いのは，秋分よりも少し邊れて27日である．薄明の縫綾は
　1日には19時55分，16日目は19時29分，30日には19時7分に絡焉する．
月　：先づ1日“天秤”座，月齢6．5から始まる・翌2日には上弦，5日には遠地黙
　を通過して，高直樫は29，31”となる．10日には魚座で満月，此の前後には白
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　道の赤緯が急に北に昇るから，月の出の己れが比較的少なく，特にヨ1ロツ
　パの様に高緯度の所では，此の影響が大きV・から，牧獲月（來月には狩猟月）
　の名が付いて居る．13日からは，三明の絡焉よりも月の出の時刻が遅れるか
　ら・満月前後には無かった闇夜の時闇が少し出來て來る・17日には下弦・20
　日には近地鮎を通り，明直径は32’30”迄増大する．23日には全く闇夜とな
　り，翌24日には“乙女”座で新月となる．新しい三Fi月が見えるのは27の／｛
　齢3．1からだらう．（月験は日本中央標準時9h）
水星　既に曉天に廻って，1舶には最大離角西18。に達する・
金星　11日東方最大離角46。に回する，日波より約2時聞孚室に残る・光輝
　は一3．9～一42迄，覗直径も22”～31”と増して來る．型のみは逆に9日月より
　7日月迄へと細るが，今月が一一・番見頃！！
火星　曉の星，“しし”座の中央部を順行中であるが，太陽に近くて全然親測
　出來ない．
木　星　封衝を少し過ぎた所，水瓶から山羊の旧い目あたりを逆行中である’
　光度は一2．4等，観直径は46”～43”と徐々に減少して居るが，位置は襯測に
　最適である．
土星　魚座の申央邊に居て，ゆるやかに逆行して來る．封衝を闇近かに控へ
　て，月初めには21時，月末には19時に東から出て來る．輪の傾きも前月と大
　差なく，10。を保って居る．光度05等，覗直径17”～18”．、
天王塗　“牡羊”座の東端に在って，徐々に逆行中．光度6・2等，硯直径3・6”・
海王星　依然“しし”座に在って，14日には合となる．全く見られない．
冥王星　“かに”座に居る・其れだけの事，
射手座v505　9月中．に：極小の観測且掴ぐるものは，騨20・5nl’・12z123i一，18日2捗で
　あるが，もう見難くなった．
ペルセウスβ星　1667年に三見された有名な‘‘アルゴ〕ル”，あまりにも著名で
　あり，今更観測してさして三値は無いが，9月中に共の極小が見易v・のは，19
　口0時，21日21時の2回である．
邑　ラ　“アルゴ1ル”にも増して有名な此の星は，8月20日極大光輝に達する豫
　定である．然し，此虚2－3年，極大が少し邊れて居る傾向があるので，未だ未
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　だ此の星の光度曲線等には謝
　測債値：が多分に淺ってみる．
　8月中旬には0時前後，9月中
　旬には22時前後には槻湛1「川留
　る．比較星は圃を参考にして
　欲しV・・もう來年にはどうし
　ても極大を捉へる見込がなV・
　事を思へば，是非経三者も初
　めての：方も注意して欲しい．
小遊星セレス　そろそろ見られ
　る様になった．“牡牛”座の2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解η
星附近をウロツィて居る．月末停留となる．次に其の位置を示すと
　　　　9月11日　　赤純3時49分1　　赤緯＋U度1分7　　光度8・2
　　　　　15　350　4，　11　23　8．1
　　　　　］9　3512　11　19　8．0
　　　　　23　3517　11　06　7．9
　　　　　27　3518　10　585　7．8
小遊星パラス　9月11日封衝となる．魚座のκ星附近から，水瓶座へ向け逆行中
　であるが，傾斜が大きいから風攣りな動きを示す・帥ち
　（天界206號の績き）
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